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入学式

学部入学式における総長のことば
 平成１7年４月７日 　　　　　
 総長　尾　池　和　夫

　今年，総合人間学部１２３名，文学部２２８名，教育

学部７４名，法学部３４０名，経済学部２６７名，理学

部３１２名，医学部医学科１０３名，医学部保健学科

１４５名，薬学部８６名，工学部９９６名，農学部３１８名，

計２，９９２名の方々を，この京都大学の学部に迎える

ことができました。入学おめでとうございます。ご

列席の沢田敏男元総長，長尾　�前総長，名誉教授，

副学長，学部長，研究科長，教職員とともに，心か

らお祝い申し上げます。

　合格発表の日に向けて，キャンパスには課外活動

を宣伝する歓迎行事があり，合格発表の掲示板の前

ではアメリカンフットボールの部員が合格者を胴上

げして祝ったり，記念写真をとったり，授業料値上

げ反対のデモがあったりと，たいへんにぎわってい

ました。いずれにしても受験勉強の具体的な成果が，

合格という形で祝われるのですから，皆さんそれぞ

れの喜びもたいへん大きいことと思います。

　今日の入学式を迎えられたみなさんの次の目標は，

何といってもしっかり勉強して大学を卒業すること

であろうと思います。受験勉強にかえて，今日から

は大学での学習に，あるいは生涯の学習にとりか

かっていただきたいと思います。

　ご家族の方々も，今までの学習の支援を通して，

それぞれの思いを抱いてご列席のことと思います。

入学を祝い，また，これからの大学生活を見守って

あげていただきたいと思います。

　京都大学には約３，０００人の教員がいます。また，

約２，３００人の常勤の職員とたくさんの非常勤職員が

いて，皆さんの活動を支援します。また，皆さんに

は約２万人の現役の先輩がいます。学問に，課外活

動に，ボランティア活動に，地域あるいは世界的規

模の行事に，これから参加することになります。入

学された皆さんは，まず京都大学の中と，京都の街

や周辺の土地をよく観察してみてください。まだ知

らない多様な世界がそこにはあって，皆さんを歓迎

してくれることでしょう。京都大学の中の一つの例

を紹介しましょう。第２９回ＡＣＭ国際大学対抗プロ

グラミングコンテスト世界大会が昨日，上海交通大

学で開かれました。今年，京大 combat チームが，

日本代表となり，さらにアジア地区予選でみごと１

位となってこの世界大会に参加しました。この大会

は，世界最大規模の計算機と情報処理関係の学会で

あるACM （Association for Computing Machinery） 

が主催する，大学生を対象とした国際プログラミン

グコンテストです。選手３名，コーチ１名で編成し

たチームに１台の計算機が与えられ，１０題の出題，

制限時間５時間で解いた問題の数で順位が決められ

ます。公用語は英語で，出題も質問もすべて英語で

行われます。

　第２９回大会は，世界７１ヶ国から１，５８２大学，４，１０９

チームが参加し，国内予選，地区予選を勝ち抜いて，

７８チームが世界大会に参加しました。日本では４５大

学，２００チーム，京大からは９チームが参加し，京都

大学と東京大学の各１チームが世界大会に出場しま

した。今朝，成績を確認しましたが，１位は会場校

の上海交通大学チームで１０題中８題正解，京大

combat チームは，大健闘して４題正解，CalTech，
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MIT，Seoul  National  Universityなどと同じ２９位の

成績を収めました。

　今日，この会場にいる新入生の皆さんも，自分た

ちで，あるいは先輩たちとチームを組んで，このよ

うなコンテストに参加することを計画してみてはい

かがでしょうか。興味のある方は，大学院情報学研

究科の湯淺太一教授（yuasa@kuis.kyoto-u.ac.jp)に連

絡してください。　

　京都の街のことを一つ例として紹介しましょう。

京都では，大学コンソーシアム京都という組織が活

発に活動しています。そこでは，例えば，京都学生

祭典が行われますが，その実行委員会のメンバーを

今募集しています。ホームページを見て，京都駅の

近くにあるキャンパスプラザで，今たびたび夕方開

かれている説明会に参加してください。今年は新し

く「京宴」という踊りがこの学生祭典のために創作

されました。沖縄の人たちが使う四竹という，竹で

作った鳴り物を採用した踊りです。皆さんもこれに

踊りのチームをつくって参加してみてはいかがで

しょうか。

　京都大学での研究のことを少し紹介しましょう。

　例えば，京都大学にはたくさんの研究室がありま

すが，その中に「化学」という言葉の含まれる研究

室がたくさんあります。例えば，量子化学，電子ス

ピン化学，表面化学，有機元素化学，結晶化学，無

機合成化学，細胞生物化学，放射線生命化学，超伝

導物質化学，微生物化学というように，ずいぶんた

くさんあります。今日ご列席の名誉教授，藤永太一

郎先生は，『海と湖の化学』という５６０ページに上

る本を監修され，３月２５日に京都大学出版会から出

されたところです。

　化学は物質を扱う分野です。例えば，化粧品にな

る原料を見ていくと，ずいぶんと多様な分野から調

達されていることがわかります。京都市の会社の例

をあげましょう。伏見の日本酒として有名な月桂冠

は，３７０年近い酒造りの歴史を持つ会社です。その総

合研究所では，化粧水や乳液など多くの化粧品を商

品化して，自然派化粧品として宣伝しています。こ

の関連の分野は，化学研究所や農学部などにあって，

醸造や微生物などをテーマとして研究します。

　皆さんの中には２０歳前の方がたくさんおられて，

まだ日本酒を飲めない方が多いとは思いますが，肌

の水分を保つために必要な成分を多く含むのは，実

は日本酒であります。多種類のアミノ酸を含み，ま

た有機酸，ビタミン，単糖類，ミネラルを多く含む

のは，日本酒の中でも，純米酒と呼ばれるものであ

ることが分かっているのですが，それをそのまま酒

臭い化粧品として使うことはできません。そこで，

さまざまな商品開発のための研究が行われ，化粧品

としてようやく完成するのであります。

　月桂冠株式会社の旧酒蔵に設置された「酒蔵バイ

オＶＩＬ（ベンチャービジネス・インキュベーショ

ン・ラボラトリー）」には，　この３月末まで京都大

学関連の研究室がいくつかありました。

　科学の科というのはもともと分類することを表す

字です。京都に山科という地名がありますが，科は

品とも読めるのです。２０世紀までに科学は果てしな

く細分化されて発展してきました。

　例えば保存科学という分野があります。文化財を

次世代に伝えていくための手法を自然科学的に研究

する分野です。文化財の素材，技法，修復，保存処

理などを研究テーマにします。京都大学には総合博

物館があり，展示室には皆さんもすでに入ってみた

と思いますが，博物館の建物の中には展示室の他に，

大きな収蔵庫があります。そこにはたくさんの貴重

な資料が研究のために保存されています。

　例えば，考古資料は，実物の資料だけで３０万点を

越します。国宝が１件あり，重要文化財は４件が含

まれています。また，数千点の技術史の資料，厖大

な自然科学の資料があります。京都大学全体では

２５０万点にのぼる学術標本資料が保存されています。

総合博物館では，それらを人類の財産として保存し，
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学内外での教育と研究に活用する仕事を行っていま

す。

　国立民族学博物館の出している「民博通信」にも，

森田恒之さんによって虫害の苦労が紹介されていま

す。大量の資料を持つ博物館では，その資料を虫の

害から守らなければなりません。大規模収蔵庫の燻

蒸による処理では，大気汚染につながるようなこと

になってはならないという問題があり，常に新しい

虫害対策を研究しなければなりません。そこでは，

虫を殺すという方法が必ずしも有効ではありません。

例えば巨大な空間で燻蒸処理をすると，ガスがまん

べんなく空間に行き渡る前に虫も必死になって逃げ

出すのだそうです。また，ブータン国立図書館から，

深刻な虫害に際して日本へ援助が求められたとき，

虫害の処理の後に虫の死骸が見えてはいけないとい

う厳しい条件が付いていたそうです。仏教国では政

府が虫を殺してはいけないのだそうで，そこにも新

しい保存科学の研究テーマがありました。

　展示室を閉鎖せずに巨大なものの虫害対策をする，

世界のあらゆる地域から次つぎと持ち込まれる資料

に付いているさまざまな虫を処理する，環境に悪影響

を与えない方法を見つけだす，というようにして，多

くの課題が保存科学という分野に与えられています。

　多様な学問の分野を，あるいは２１世紀のテーマで

あるそれらの融合を目指す分野を，よく見ていただ

きたいと思います。それぞれの分野の奥は深いので

すが，その入り口が，京都大学に入学した皆さんの

目の前にたくさんあるのです。どこからでも入って

みて，自分がもっとも関心を持った分野を見つけて

ください。今までの受験勉強では触れる機会のな

かった学問分野がたくさんあることを，まず知って

ほしいと思います。

　私は今，京都大学にある研究分野をたくさん見て

います。その経験から確信を持って言えることがあ

ります。それはどの分野であっても，研究者は目を

輝かせながら，熱中して，面白くてたまらないとい

いながら活動しているということです。そして研究

者の話を聞くと，どの分野の話もとても面白いので

す。さらに，大切なのは，どの分野も人類にとって

役に立つ貴重な研究成果を生み出してきたというこ

とです。

　皆さんは古都京都という世界遺産のある街で学習

することになります。京都だけでなく近くには多く

の平野や盆地や山地や水辺があって，それぞれの歴

史を大切にしています。

　京都大学には多くの先輩がいます。哲学者の西田

幾多郎が歩いたと言われる哲学の道も有名です。

ノーベル賞学者が散歩して，よいアイディアを得た

という北白川扇状地のゆるやかな坂道があります。

　和辻哲郎が『古寺巡礼』を出版したのは１９１９年

（大正８年）ですが，１９２５年には京都帝国大学文学部

倫理学講座に席を置きました。私も奈良や京都の古

寺を訪ねるたびにこの『古寺巡礼』を読み返します。

　京都という地名は隣接する近江や奈良などととも

に世界に知られており，源氏物語が生まれた土地で

あり，最近では京都議定書が生まれた場所でもあり

ます。

　大学では，このように，さまざまな課題が果てし

なく取り上げられて研究テーマとなり，その研究を

進めるために，大学は必要な場所と人材と予算を求

め，長い年月をかけて答えを出し，その成果を検証

しつつ知識を蓄積し，その知識を社会に広める努力

をします。

　研究の課題には，何かに役立つ技術の開発だけで

はなく，知的興味からの発想もたくさんあり，人類

の永遠の課題もあります。例えば，宇宙の構造はど

うなっているのか，地球の中心にはどのような現象

が起こっているのか，ひとの心とはどのようなもの

なのか，というように，たくさんの課題が皆さんの

登場を待っています。その課題が皆さんの学習の場

となり，皆さんの研究の場となります。これから皆

さんが取り組む学習は，どのような分野でどのよう
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大学院入学式における総長のことば
 平成１７年４月７日 　　　　　

 総長　尾　池　和　夫

　京都大学大学院に入学した修士課程２，２４０名，専

門職学位課程２３０名，博士（後期）課程９７１名のみな

さん，入学おめでとうございます。ご列席の名誉教

授，副学長，研究科長，学舎長，教職員とともに，

心からお喜び申し上げます。

　皆さんはこれまで積み重ねてきた学問の道をさら

に先へと進むために，あるいは方向転換して未知の

領域へ一歩踏み出すために，いずれにしても新たな

飛躍を求めて，大学院における研究の道を選択され

ました。その選択が実り多い人生へつながっていく

ことを祈って，入学をお祝い申し上げます。

　大学院へ入学された今年，どのような年になるか，

皆さんは研究や学習の計画を立てて，それぞれに想

像しておられることと思います。国連は昨年，２００５

年を世界物理年として決議しました。日本でもそれ

を受けて，有馬朗人さんを委員長とする世界物理年

日本委員会が発足しました。それに関連する行事も

いろいろと計画されると思います。

　１００年前の１９０５年，３月にアインシュタインが「光

量子論」を発表し，光は粒子だと論じました。４月

には「ブラウン運動」の論文を発表し，この論文で

アインシュタインは博士号を得ました。そして６月

には「特殊相対性理論」を発表しました。アインシュ

タインは光電効果の法則の発見でノーベル賞を受け

ましたが，この研究は後の量子力学の土台となり，

半導体材料での電子と光の振る舞いを制御する技術

へと，やがてつながって行きました。このような物

理学の１００年にわたる歴史が，基礎研究の息の長い

重要性を不動のものとして示しています。

　今，日本の科学技術基本計画の第３期に向けての

議論が大詰めに来ています。それに向けて多くの

人々が意見を述べています。大学院で研究の道を選

んだ皆さんも，この問題について考えてみてほしい

と思います。

　日本学術会議は，今年２月１７日に，科学技術基本

計画における重要課題に関する提言を出しました。

提言はまず，科学技術基本計画の第３期においても，

第１期から第２期に達成された割合で科学技術関係

経費総額を増額していくことが必要である，として，

また大学，研究機関等はその資金の効率的な運用に

努めるべきある，としています。

　また，基礎研究の割合を現状と同等以上に堅持し，

科学研究費補助金を増加させることが必要である。

研究者は政策に振り回されることなく，基礎研究に

な研究が行われてきたかを，まず知ることから始ま

ります。大学の内外には厖大な知の蓄積があります。

京都大学の教員や先輩の頭脳の中にある知財を受け

継ぎ，次の段階へと発想を飛躍させ，新しい知の蓄

積をもたらせる，皆さん方はそのような役割のもと

に，今この場にいるのであります。

　これからの熱意に満ちた学習と楽しい学園生活の

充実を願って，皆さんの健康と意欲にあふれた学生

生活を祈って，私のお祝いの言葉といたします。

　京都大学入学おめでとうございます。
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取り組む自覚を持つべきである。第２期からの倍増

を目標として競争的資金を拡充することが必要であ

る。配分については，小型の研究，若手研究者を重

視し，配分の適否を審査する仕組みを導入すること

が必要である。人文・社会科学領域においても競争

的資金が活用できる措置を検討すべきである，とい

うような重要な提言が並び，施設整備，人材育成，

ポスドク制度や任期付任用制度の再設計，科学研究

費補助金等への人件費組み入れ等について考慮しつ

つ，科学技術者育成・活用に関するグランドデザイ

ンを策定する必要がある，と述べています。これら

の提言は，特に博士課程に入学して学問の道で職を

得ようとする方々にとりわけ重要なことであります。

　さて，その博士課程での研究課題ですが，京都大

学で行われている研究のどの分野を見ても，私たち

は実に面白いと感じます。それぞれの研究室で行わ

れている研究の内容を聞くと，皆さんが目を輝かせ

ながらその面白いと思うところを話してくれます。

京都大学にいて，そのような研究の現場にいること

の幸せを感じずにはいられません。

　最近の私の経験ですが，赤松明彦先生の楼蘭のミ

イラと古代インドという話を聞きました。これは時

計台記念館で開催されたサロントークでのことです。

副題に，インド学の最前線，とありました。研究の

課題はいろいろありますが，私が興味を持ったのは，

楼蘭のミイラは何語を話したか，という問いの設定

でした。岩波文庫にあるヘディンの『さまよえる湖』

には楼蘭のミイラの表情のことが出てきます。それ

には「力強い形の鼻で，自信にあふれた穏やかな微

笑を浮かべた面差しは，高貴で品位のある印象を与

えた」という風に書いてあります。楼蘭の美女と呼

ばれるこの女性は，微笑を浮かべながら，どのよう

な言葉を話したのでしょうか。

　赤松先生は，インド古典学研究室の教授で，この

研究分野の役割は，「過去のサンスクリット学の研

究成果を継承しつつ，古代インドの言語，文学，哲

学，宗教，文化史等の研究を行い，その成果を発展

させつつ，次世代に引き継ぐことにある」とのこと

です。

　赤松先生の話にある楼蘭王国は，タクラマカン砂

漠の東端に消えた王国です。砂漠には，そこに展開

された歴史，古代都市と交易路，諸民族の文化の変

容，砂漠の真ん中で今行われている壮大な科学技術

実験，あるいは砂漠の生い立ちにかかわる大規模な

活断層運動，砂漠の気候と水の収支，炭酸ガスの吸収

を目的とする砂漠緑化のプロジェクトなど，実に多

様な研究のネットワークが静かに展開されています。

　宇治のキャンパスにある京都大学生存圏研究所は，

国立大学法人となって，京都大学が独自に判断して

設立した初めての研究所です。木質科学研究所と宙

空電波科学研究センターを統合し，再編して発足し

た研究所です。ここでは，人類の生存に必要な領域

と空間を「生存圏」と呼び，その生存圏の診断をし

て現状と将来を把握し，さらにその治療と修復を行

うという壮大な目的を持っています。

　地球大気，木質遺伝子，木材などの研究から，環

境を保全しつつ持続的に木質資源を活用するシステ

ムを構築したいという目標があります。

　宇宙太陽発電所，木質バイオマスの研究で，再生

産可能なエネルギー変換利用による持続的な社会の

構築をめざすという目標があります。生物資源の中

でも再生産可能かつ生産量の多い木質資源に関する

研究を発展させる研究を行います。また，宇宙空間を

人類の新たな生活圏に拡大していく研究があります。

　バイオマスという言葉は，生物資源という意味な

のですが，それでもちょっとわかりにくい，聞きな

れない言葉かもしれません。例えば，焚き火に使う

薪などの木材資源がバイオマスです。天然ゴムやオ

リーブオイルなどもバイオマスです。要するに昔は

エネルギー資源としては，木や草などのバイオマス

しかなかったのですが，石炭，石油，天然ガスの発

見から文明が発達し，バイオマスエネルギーは利用
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されなくなってきました。

　地下資源は枯渇しますが，日本は本来，森林とい

う豊かなバイオマス資源を持っています。地球温暖

化を防止するためには，炭酸ガスを固定し，砂漠の

緑化を進め，海洋技術を進めるなど，幅広い分野で

の努力が必要であると思います。京都議定書の議論

でも，炭酸ガス排出量の削減に重点が置かれる傾向

がありますが，その吸収と固定の問題も同時に議論

しなければならないでしょう。

　一方で，すでに持っている技術を使って，風力発

電，太陽光発電など，自然エネルギーによる電力を

電力会社が買い入れる制度のできた国もあります。

ドイツでは太陽光発電のブームで，日本のシャープ

や，京都の京セラなどのメーカーがヨーロッパでの

販売に力を入れています。

　京都大学には，生存圏研究所の他にも，研究の目

的に環境という言葉を含む多くの組織があります。

例えば，研究のための地球環境学堂と教育のための

地球環境学舎を置き，研究と教育を支援する三才学

林という組織を置いた大学院があります。ここでは，

地球環境学の推進のために，厳密に見ると異なる活

動であるところの教育と研究を，組織を工夫して効

率よく行います。そして「天地人」三才の調和こそ

が，地球環境を維持する指針になるとの考えから，

支援組織が三才学林と名付けられました。

　また，人間・環境学研究科という大学院や生態学

研究センターやフィールド科学教育研究センターと

いう研究施設があります。

　京都大学フィールド科学教育研究センターでは，

全日空と環境教育で提携して，植林活動やエコツ

アーを計画しています。センターの持つ研究林など

は自主企画で市民にも開放してきましたが，新しい

企画では全日空からの支援を得て，海外でのウミガ

メ保護研究などへの貢献も視野において，京都大学

と企業とが組織的に連携した環境保全活動を初めて

実現するものです。また，このセンターでは，企業

との連携により，耐火性や耐震性に優れた木造建築

を都市に導入することを目標とするなど，森里海連

環学の創生に取り組んでいます。

　一方で，地球を荒廃させる大きな原因の一つに戦

争があります。戦争は地球の荒廃を招くばかりでな

く，人の心までも激しく破壊します。大学は，地球

環境の問題を単に自然科学の面から考えるのではな

く，人類がたどってきた歴史を見つめ，ひとの心の

問題を捉えながら，総合的に考えていかなければな

りません。これからの世界では，多様に分化してき

た学問の諸分野を総合し，融合して次の段階へと進

めていくことが期待されています。総合大学の利点

を活かして，大いに分野間の連携，大学と社会との

連携，大学と市民との情報の共有による連携など，

２０世紀までにはなかった手法や形態による学問の進

め方も考えていただきたいと思います。

　大学院で，みなさんは新しい課題を見つけて学習

し，研究成果をあげるということを，当然の目標と

します。その中で，広い視野を持ち，社会の現実を

見つめながら，国際的に活躍する人材であることを，

常に心がけてほしいと思います。京都大学での皆さ

んの学習と研究が，やがて大きく実り，歴史に残る

成果につながることを祈って，あるいは，皆さんが

世界を舞台として活躍される人材となることを祈っ

て，私のお祝いの言葉といたします。

　入学おめでとうございます。
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大学の動き

平成１７年度学部入学式

　平成１７年度学部入学式が，４月７日（木）午前１０時

より，沢田敏男元総長，長尾　�前総長，名誉教授

はじめ各部局長等の出席のもとに，本学総合体育館

にて挙行された。

　京都大学交響楽団による式典曲奏楽，京都大学合

唱団による学歌斉唱に続き，「総長のことば」があり，

午前１０時３０分に終了した。

　今年度の新入生数は，次のとおりである。

総　　　計学 士 入 学再　入　学編　入　学
外国人留学

生特別選抜

外 国 学 校

出身者選抜

一 般 入 試

（後　期）

一 般 入 試

（前　期）
 入試区分
学　部

１２３－－－１－１７１０５総合人間学部

２２８３－－１－３２１９２文 学 部

７４－－１０－－２１４３教 育 学 部

３４０－－７－５２５３０３法 学 部

２６７－－１２８９３０２０８経 済 学 部

３１２－－－１－３１２８０理 学 部

２４８－１－－－３５２１２医 学 部

８６－－－１－１１７４薬 学 部

９９６２－１８１８－９８８６０工 学 部

３１８－－－３－７５２４０農 学 部

２,９９２５１４７３３１４３７５２,５１７総 計

人 人 人 人 人 人 人 人
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平成１７年度大学院入学式

　平成１７年度大学院入学式が，４月７日（木）午後

３時より，名誉教授はじめ各研究科長等の出席のも

とに，本学総合体育館にて挙行された。

　京都大学交響楽団による式典曲奏楽，京都大学合

唱団による学歌斉唱に続き，「総長のことば」があり，

午後３時３０分に終了した。

　今年度の新入生数は，次のとおりである。

修　士　課　程 区　分

研究科 合　計再入学者
外国人留学生

入学者
私費国費

１０８－４６９８文 学 研 究 科

４４－２－４２教育学研究科

４３－８３３２法 学 研 究 科

７７－２１８４８経済学研究科

３１２－１４３０７理 学 研 究 科

１４－２－１２医 学 研 究 科

８１－２－７９薬 学 研 究 科

６９３－２４６６６３工 学 研 究 科

２９０－６３２８１農 学 研 究 科

１６１－１３４１４４人間・環境学研究科

１２８－３－１２５エネルギー科学研究科

１８９－７４１７８情報学研究科

７４－－－７４生命科学研究科

２６－－－２６地球環境学舎

２,２４００９３３８２,１０９合 計

博　　士　　後　　期　　課　　程 区　分

研究科 合　計小　計
外国人留学生

進学者小　計転入学者
外国人留学生

再入学者
外国人留学生

編入学者
私費国費私費国費私費国費

５４４４２１４１１０－－－－２３５文 学 研 究 科

３４２８３１２４６－－－－－－６教育学研究科

２１１８６２１０３－１－－－－２法 学 研 究 科

４７３７７２２８１０－－－－－４６経済学研究科

１５９１２９１２１２６３０－－－－２４２４理 学 研 究 科

２９１４－－１４１５－－－１１２１１医 学 研 究 科

３６２６－１２５１０－－－－－－１０薬 学 研 究 科

１２１６４６１５７５７－－－－７２４８工 学 研 究 科

９７６６６２５８３１－－－－６９１６農 学 研 究 科

８０６７６２５９１３－－－－－３１０人間・環境学研究科

１７１４１－１３３－－－－－－３エネルギー科学研究科

５８３３－２３１２５－－－－１１２３情報学研究科

３５３０－－３０５－－－－－－５生命科学研究科

３２１－１１－－－－－１－地球環境学舎

７９１５７２３９１６５１７２１９０１０１１９２９１６９合 計

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
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専門職学位課程 区　分

研究科 合　計
外国人留学生

入学者
私費国費

２０３－－２０３法 学 研 究 科

２７１－２６医 学 研 究 科

２３０１０２２９合 計

博　士　課　程 区　分

研究科 合　計転入学者
外国人留学生

入学者
私費国費

１４３０５５１３３医 学 研 究 科

一　貫　制　博　士　課　程 区　分

研究科 合　計小　計
外国人留学生

編入学者小　計
外国人留学生

入学者
私費国費私費国費

３０００００３００４２６アジア・アフリカ
地域研究研究科

博　　士　　課　　程 区　分

研究科（学舎） 合　計小　計
外国人留学生

進学者小　計
外国人留学生

編入学者
私費国費私費国費

７６００　６１１００地球環境学舎

人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人
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平成１７年度入学者選抜学力試験の結果

　平成１７年度入学者選抜学力試験（第２次学力検査）の前期日程試験は２月２５日（金）・２６日（土）及び２７日

（日）に，後期日程試験は３月１３日（日）・１４日（月）に実施した。　　学部別の受験者数，合格者数及び入学者数等

は次のとおりである。

入学者数追加合

格者数

辞退者数合格者数欠席率欠席者数倍　率

（C/A）

（C）

受験者数第１段階

選抜合格者数

倍　率

（B/A）

（B）

志願者数

（A）

募集人員学　　　　部

１２２－－

１２０総合人間学部

５５０.０ －３.７ ２０３２０３３.８２０９５５文系前 
期 ５０２.０ ３３.０ １４８１５１３.１１５３５０理系

１７３５.８ ８６１０.３ １５４２４０１６.５２４８１５後　期

２２４－1

２２０文 学 部

１９３１.２ ７２.９ ５５５５６２３.０５６２１９０前　期

３２５２.１ １５８４.８ １４５３０３１５.０４４９３０後　期

６４－－

６０教 育 学 部

４３４.０ ６３.６ １４４１５０３.８１５０４０前　期

２１４５.３ ６８４.１ ８２１５０１０.６２１１２０後　期

３２８－1

３１０法 学 部

３０４１.４ １３３.０ ９０９９２２３.１９２２３００前　期

２５６４.５ １８５１０.２ １０２２８７３６.３３６３１０後　期

２３８－3

２３０経 済 学 部

１６１１.７ ９３.２ ５１５５２４３.３５２５１６０一般前 
期 ５０２.８ ７４.９ ２４３２５０５.０２５１５０論文

３０４１.４ ２４３１７.２ ３４４５８７３９.６７９２２０後　期

３１１11

３１１理 学 部

２８０２.３ １９２.８ ７９２８１１３.０８３３２８０前　期

３１３７.４ ３２７１７.７ ５４８８７５２８.７８８９３１後　期

２４７112

２４３医 学 部

２１９１.８ １０２.６ ５４９５５９２.８６０５２１３前　期

３９４４.３ １３６５.７ １７１３０７１２.２３６５３０後　期

８５－－

８０薬 学 部

７４５.４ １２３.０ ２１０２２２３.２２２２７０前　期

１１３５.１ ５３９.８ ９８１５１１５.１１５１１０後　期

９５８－2

９５５工 学 部

８６１１.５ ３３２.５ ２,１３３２,１６６２.５２,１６６８５７前　期

９９５４.５ ４５１３.８ ３７７８２８９.４９２３９８後　期

３１５－4

３００農 学 部

２４４１.９ １１２.５ ５７９５９０２.５５９０２３３前　期

７５３５.７ ２５１６.７ ４５２７０３１０.５７０３６７後　期

２,５３４１.８ １３０２.８ ６,９８０７,１１０２.９７,１８８２,４９８前　期小 
計 ３８０４４.２ １,９５８７.５ ２,４７３４,４３１１５.４５,０９４３３１後　期

２,８９２２２４２,９１４１８.１ ２,０８８３.３ ９,４５３１１,５４１４.３１２,２８２２,８２９計

人 人 人 人 人 ％ 人 人 人 人

入学者数辞退者数合格者数欠席率欠席者数倍　率

（C/A）

（C）

受験者数第１次

選考合格者数

倍　率

（B/A）

（B）

志願者数

（A）

募集人員学　　　　部

５－５２０.０　４０.８　１６２０　１.６３２２０以内法 学 部

９－９１９.０　４１.７　１７２１　３.３３３１０以内経 済 学 部

人 人 人 人 人 ％ 人 人 人

（注）受験者数・欠席率は最終教科のものである。

〔外国学校出身者のための選考の実施結果（外数）〕
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名誉教授称号授与式

　４月５日（月）午前１１時から名誉教授称号授与式

が，時計台記念館において挙行された。

　授与式は，副学長，部局長等の出席のもとに行わ

れ，称号授与のあと「総長あいさつ」があり，午前

１１時４５分終了した。

　称号を授与された方は，次の６３名である。

（推　薦　部　局）（氏　　名）

）人間・環境学研究科（北　畠　能　房

）生 命 科 学 研 究 科（柳　田　充　弘

）農 学 研 究 科（伊　藤　操　子

）法 学 研 究 科（杉　原　�　嶺

）文 学 研 究 科（佐々木　丞　平

）農 学 研 究 科（加　藤　暢　夫

）生 命 科 学 研 究 科（泉　井　　　桂

）情 報 学 研 究 科（野　木　達　夫

）工 学 研 究 科（小　林　四　郎

）生 存 圏 研 究 所（島　田　幹　夫

）エネルギー科学研究科（石　井　隆　次

）環 境 保 全 セ ン タ ー（高　月　　　紘

）霊 長 類 研 究 所（庄　武　孝　義

）教 育 学 研 究 科（江　原　武　一

）農 学 研 究 科（林　　　勇　夫

）工 学 研 究 科（小　野　紘　一

）理 学 研 究 科（寺　尾　武　彦

）人間・環境学研究科（安　井　邦　夫

）原 子 炉 実 験 所（川　瀬　洋　一

）農 学 研 究 科（菊　澤　喜八郎

）防 災 研 究 所（井　上　和　也

）農 学 研 究 科（辻　井　　　博

）農 学 研 究 科（池　田　善　郎

）文 学 研 究 科（寳　月　　　誠

）教 育 学 研 究 科（山　中　康　裕

）工 学 研 究 科（飯　田　恭　敬

）農 学 研 究 科（廣　瀬　正　明

）人間・環境学研究科（田　口　貞　善

）薬 学 研 究 科（川　嵜　敏　祐

）医 学 研 究 科（井　出　千　束

）人間・環境学研究科（片　桐　　　晃

）工 学 研 究 科（吉　川　恒　夫

（推　薦　部　局）（氏　　名）

）情 報 学 研 究 科（英　保　　　茂

）高等教育研究開発推進センター（中　村　榮太郎

）エネルギー科学研究科（笠　原　三紀夫

）エネルギー理工学研究所（大久保　捷　敏

）生 命 科 学 研 究 科（中　西　重　忠

）工 学 研 究 科（藤　本　　　孝

）人間・環境学研究科（石　川　光　庸

）教 育 学 研 究 科（竹　内　　　洋

）農 学 研 究 科（池　田　篤　治

）理 学 研 究 科（大　見　哲　巨

）医 学 研 究 科（本　庶　　　佑

）防 災 研 究 所（植　田　洋　匡

）理 学 研 究 科（西　田　孝　明

）文 学 研 究 科（内　山　勝　利

）化 学 研 究 所（杉　浦　幸　雄

）情 報 学 研 究 科（片　山　　　徹

）教 育 学 研 究 科（東　山　紘　久

）工 学 研 究 科（橋　本　竹　治

）法 学 研 究 科（田　中　成　明

）防 災 研 究 所（佐　藤　忠　信

）高等教育研究開発推進センター（松　島　　　征

）農 学 研 究 科（高　橋　　　強

）人 文 科 学 研 究 所（小　南　一　郎

）医 学 研 究 科（田　中　紘　一

）工 学 研 究 科（渡　邊　英　一

）人 文 科 学 研 究 所（前　川　和　也

）理 学 研 究 科（松　田　　　哲

）経 済 学 研 究 科（赤　岡　　　功

）化 学 研 究 所（玉　尾　皓　平

）アジア・アフリカ地域研究研究科（加　藤　　　剛

）東 南 ア ジ ア 研 究 所（白　石　　　�


